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論文内容の要旨
〔目的〕









ープス兼条発関節炎各 1 例、血清陰性の少数関節炎 4例、化膿性関節炎 2例、結核性関節炎 2 例であ
り、非炎症性のものとしては、関節症12例、梅毒性関節症 2 例、外傷性関節症4 例であり、総数90例
の膝関節液について検査した。関節液は採取後ただちに pH7.0 燐酸緩衝食塩水で稀釈、 1 ,000r. p. 
m. 15分遠沈し、沈?査を同じ緩衝液約50ml で 3 回以上洗って関節液細胞を採取した。ムチンはヒアル
ロニダーゼで除いた。この関節液細胞をスライドグラスに塗沫、一部はギムザ染色による細胞の分類
を行ない、他は低温でアセトン固定し畿光染色で観察した。未精血は採取直後に Difco 製 Blood Seｭ
paration Vial により白血球の懸濁液を得、関節液の場合と同様に処理した。
抗血清一抗人IgG ， IgM , IgA は免疫した家兎血清から Polyaminopol:γstyren による免疫吸着法で
とり出した。これらは免疫電気泳動像で一本の線を示し、純化されていることが確認された。家兎抗
人C3血清は硫安分画、 DEAE セルローズ、 Sephadex G -200の順で精製し、これも免疫電気泳動
- 198 一
像で一本の線を示した。白血球封入体のリウマトイド因子活性をしらべるために用いた家兎抗羊血凝
集素はDEAE セルローズによる batch method で、 7S グロプリンとしてとり出した。以下R7SH
A と記す。
直接免疫告を光法による検索一これら単一特異免疫血清を Coons の方法により fluorescent isothト












関節櫛田胞内免疫グロプリン封人体の陽性率はRA群において IgG ，31. 9%、 IgA ，35. 9%、 IgM
64.1%であり、特にIgM の陽性率が高い。しかしRA以外の炎症関節炎でも IgG 60%. IgA 30%、
IgM 70%であり RA と差はない。非炎症関節炎では 1 例に IgG 陽性を認めるのみで、他はすべて陰
性であった。



















みた。この抗R7SHA活性および C3 も RA に特異的でないが、常に血清陰性のRAでは関節液白
血球内にみられなかったごとから、これらは血清リウマトイド因子の存在とある程度関連し、 RA の
関節の慢性炎症の病理の特異性に多少とも関与しているものと想像される。
論文の審査結果の要旨
この論文は、慢性関節リウマチその他の関節炎について、関節液細目包内の免疫グロプリン、 C3 、リウ
マトイド因子を告を光抗体法によって検索したものである。
告を光標識した家兎羊血球凝集素によって、関節j夜来剛包内のリウマトイド因子を可視化したのは、こ
の研究の独創性の一つである。
この研究成績は、関節内にむける免疫現象が関節炎症の慢性化に関与しているという仮設に対する
実証に役立つものである。
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